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1 はじめに

深セン市雲語科技有限公司（以下、雲語科技）は、2010 年に中国深センに本社と北京、上海、

成都に支社をそれぞれ設立しており、現在ビジネスは全世界をカバーしています。雲語科技は、

ビッグデータ転送の高速化とネットワーク最適化サービスに焦点を当てており、ビッグデータ時

代のデータ同期や情報のインタラクティブをより効率的にするために、様々な組織をサポートし

ています。

技術的なアドバンテージ

Raysync 転送エンジンは、データ転送業界をリードするの技術で顧客の越境転送、長距離転送、

大容量ファイル転送などの問題点を完璧に解決します。また、帯域幅効率を最大限にし、作業効

率を向上させることで、顧客から満足度の高いコメントを得ています。

サービスチーム：

Raysync 転送エンジンと従来のネットワークリソースを組み合わせる他、業界において経験豊富

な技術とサービスチームを擁しており、お客様に高速、安定、安全なネットワークサービスを提

供しています。企業のネットワークへの投資を大幅に節約し、効率性を向上させ、ネットワーク

の利用をより手軽にしています。

2 サーバー管理マニュアル

2.1 Windows サーバーの導入

RaySync windows サーバーは、windows server 2008、windows server 2012、windows server 2016、

windows 7、windows 8、windows 10 プラットフォームの導入をサポートしています。

2.1.1 インストール用の zip ファイルの取得

https://www.raysync.io/pricing/にアクセスして、最新の zip ファイルをダウンロードしてく

ださい。

プロ版または企業版をご購入された場合は、販売員から関連するインストールパッケージを入手

してください。

2.1.2 解凍

インストールディレクトリ（D:\Program Files\Raysync）に解凍すると、次のファイルが表示さ

れます：

https://www.raysync.io/pricing/


ファイルリストの説明：

ファイル名 説明

設定 Raysync 転送サービス設定のファイル

分配 RaySync ウェブサービス

httpscert Https 証明書

ログ Raysync 転送サービスのログファイル (起動後に作成)

プロキシ Raysync 転送加速サービス

ツール オフライン有効化コードのツール

ライセンス 有効化コード

ユーザー Raysync ユーザーストレージ

raysync-webmon.exe デーモン処理

AdminUnlockTool.exe Raysync バックグラウンド管理者パスワードロック解除サービス

raysync-web.exe ファイル転送サービス

rayfile-s.exe レイファイル転送サービス

start.bat RaySync 転送サービスの開始

stop.bat RaySync 転送サービスの停止

status.bat Raysync サービスの稼働状況を見る

AdminInitPwd 管理者デフォルトの初期パスワードファイル(サーバー起動後に生成)

serviceStart.exe 自動開始サービス

serviceDel.exe 自動開始サービスをオフにする



ファイル名 説明

raysync-update.exe Raysync アップデートサービス

version.txt バージョン確認

2.1.3 起動する

start.bat をダブルクリックして Raysync 転送サービスを開始します。起動が成功してから、

任意のキーを押してウィンドウを閉じます。

2.1.4 サービス停止

stop.bat をダブルクリックして Raysync 転送サービスを停止します。停止が成功してから、任

意のキーを押してウィンドウを閉じます。

2.1.5 Raysync サービスの稼働状況を見る

Status.bat をダブルクリックすると、Raysync 転送サービスの稼働状況が表示されます。確認

したら、任意のキーを押してウィンドウを閉じます。



2.1.6 ポートマッピング

サーバー上では、NAT ゲートウェイに展開され、かつイントラネット IP しかない場合は、ルー

ターの NAT に以下の 5 つのポートをマッピングする必要があります：

TCP:8090

TCP:9090

TCP:2442

TCP:2443

UDP:32001

2.2 Linux サーバーの導入

Raysync linux サーバーの導入は、ubuntu14.0.x、centos6.5 以上のバージョンに対応していま

す。

2.2.1 ソフトウェアパッケージを入手

https://www.raysync.io/pricing/にアクセスして、最新の zip ファイルをダウンロードしてく

ださい。

プロ版または企業版をご購入された場合は、販売員から関連するインストールパッケージを入手

してください。

2.2.2 解凍

インストールディレクトリーに解凍します。例えば/opt/Raysync のようなインストールディレ

クトリに解凍し、その下のディレクトリで–zxvf xxxx.tar.gz を実行してインストールパッケー

ジを開きます：

以下のファイルが表示されます：

https://www.raysync.io/pricing/


ファイルリストの説明：

ファイル名 説明

設定 Raysync 転送サービス設定のファイル

分配 RaySync ウェブサービス

httpscert Https 証明書

ログ Raysync 転送サービスのログファイル (起動後に作成)

プロキシ Raysync 転送加速サービス

ライセンス 有効化コード

ユーザー Raysync ユーザーストレージ

raysync-webmon.exe デーモン処理

AdminUnlockTool.exe Raysync バックグラウンド管理者パスワードロック解除サービス

raysync-web.exe ファイル転送サービス

rayfile-s.exe レイファイル転送サービス

start.sh RaySync 転送サービスの開始

stop.sh RaySync 転送サービスの停止

status.sh Raysync サービスの稼働状況を見る

インストール
スクリプトをインストールし、起動後に自動的に立ち上がるように設定しま

す

アンインストール 起動後に自動的に起動をキャンセルします



ファイル名 説明

encryption.json パスワード暗号化を使用して設定を保存します

version.txt バージョン確認

ツール オフライン有効化コードのツール

AdminInitPwd 管理者デフォルトの初期パスワードファイル(サーバー起動後に生成)

raysync-update.exe Raysync アップデートサービス

2.2.3 インストールの初期化

#./install

インストールが通常通りに完了したことは、インストールの初期化が完了し、起動後に自動的に

立ち上がるよう、設定が成功したことを意味します。

2.2.4 起動する

./start.sh を実行して、RaySync 転送サービスを開始します

2.2.5 サービス停止

./stop.sh を実行して、RaySync 転送サービスを停止します

2.2.6 Raysync サービスの稼働状況を見る

Status.bat をダブルクリックして、Raysync サービスの稼働状況を表示します：



2.2.7 ポートマッピング

サーバー上では、NAT ゲートウェイに展開され、かつイントラネット IP しかない場合は、ルー

ターの NAT に以下の 5 つのポートをマッピングする必要があります：

サービス説明 プロトカルタイプ ポート

ユーザー http サービスポート

ユーザー https サービスポート
TCP 8090 8091

管理者 http サービスポート

管理者 https サービス・ポート
TCP 9090 9091

暗号化されていないサービスポート TLS 暗号

化された転送ポート
TCP 2442 2443

UDP 加速転送サービスポート UDP 32001

2.3 管理者操作マニュアル

サーバーが実行されたら、Google Chrome で xx.xx.xx.xx を開きます： IP:9090/admin

例： 172.16.5.77:9090/admin/

2.3.1 管理者コンソールにログイン

初期管理者アカウント：admin

管理者の初期パスワード：

Windows の場合は、AdminInitPwd ファイルを開き、tar.gz ファイル内のパスワードをコピーし

てください。

Linux の場合、AdminInitPwd を cat してパスワードを表示します。

http://172.16.5.77:9090/admin/


デフォルトのサーバーアカウント/パスワードを入力してログインします。

初回ログイン時に、パスワードを変更してください。

新しいパスワードは、スペースを使用できません。大文字、小文字、数字、3 つの組み合わせを

8～20 文字以内に設定する必要があります。パスワードとアカウントは同じにできません。

[OK]をクリックしてパスワードをリセットし、新しいパスワードでログインします。



2.3.2 サーバーの状態表示

このインターフェースではサーバー設定情報、Raysync ソフトウェアの状態、オンラインユーザ

ー数、ライセンスの有効化状態、CPU と関連するネットワークカードの監視情報が表示されます。

2.3.2.1 ディスク容量

2.3.2.2 動作状態



2.3.2.3 ライセンス情報

2.3.2.4 モニタリング情報

CPU の情報：

ネットワークカード情報：



2.3.2.5 オンラインユーザー数

2.3.3 サーバーの再起動

[サーバーを再起動］をクリックすると、サーバーを再起動することができます。



2.3.4 サーバーの停止

[サーバーを停止]をクリックすると、サーバー転送サービスが停止し、Web サービスは通常通り

に動作します。

2.3.5 サーバーの起動

サーバーが停止状態の場合は、［サーバーを起動］をクリックしてサーバーを起動します。



2.3.6 管理者コンソールのログアウト

ユーザー名をクリックしてオプションを展開し、[終了]をクリックします。

2.4 サーバー有効化

Raysync サーバーのライセンスが有効化された後、最高の速度を手に入れることができます。ラ

イセンスが有効化されていない場合、デフォルトは 5Mbps の帯域幅です。

2.4.1 オンライン有効化

ログイン後、オンラインでの有効化をお勧めします。[有効化]ボタンをクリックします。



ライセンス情報に有効化コードを記入します。

サーバーを再起動して有効にします

有効化成功



ライセンス情報を確認

2.4.2 オフライン有効化(windows)

1、[Raysync ライセンス]を起動、 ①[ライセンス操作]をクリック、②[リクエストファイルの

生成]をクリック、③ライセンスを記入します。



2、[.req]ファイルが生成されます。これはオフラインの有効化認証リクエストファイルであり、

Raysync に送信してください。

3、そして、Raysyn から[2020-5-25 Update.upd]のようなオフライン有効化認証ファイルが送信

されます。それを入力してください。①[ライセンス操作]をクリックし、②[更新ファイルの入

力]をクリックしてください。



4、Raysync[2020-5-25 Update.upd]からオフラインの認証ファイルを選択してください。

5、[Authorization success]が表示されます。



6、オフライン有効化認証後のインターフェースは以下のように表示します。

7、ファイル[Raysync(windows)のクイックガイド]の手順に従ってサーバーをデプロイして使用

してください。

2.5 サーバー情報の編集

サーバー情報には、サーバーアドレス、UDP 加速ポート、UDP パケットサイズ、デフォルトスト

レージパス、エグレス帯域幅、転送サービス、圧縮の有効性が含まれます。

サーバー情報の修正ボタンをクリックすることで、サーバー情報を編集することができます。



2.5.1 サーバーアドレス

 サーバーアドレスは、IP アドレスまたは関連するドメイン名に変更することができます。

 サーバーにドメイン名でアクセスする必要がある場合は、ドメイン名に変更します。

 内部ネットアドレスでサーバーにアクセスする必要がある場合は、内部ネットアドレスに変

更します

 外部ネットアドレスでサーバーにアクセスする必要がある場合は、外部ネットアドレスに変

更します

 サーバーアドレスが変更された後、フロントエンドとバックグランド両方の管理者は、新し

いサーバーアドレスでアクセスする必要があります

2.5.2 UDP 加速ポート

UDP ポートは、1～65535 の間のポートに変更することができます。デフォルトは 32001 です。サ

ーバーのファイアウォールが既に UDP ポートを所有していることを確認する必要があります。さ

もなければ、転送が失敗します。変更後、サーバーを再起動する必要があります。



2.5.3 UDP メッセージサイズ

UDP メッセージのサイズは通常、デフォルト値よって設定されます。デフォルトは 1200 です（範

囲は 600～1442）。

2.5.4 圧縮を有効化

圧縮を有効にすれば、圧縮可能なファイルを圧縮して転送することで、帯域の使用量を減らし、

転送効率を向上させることができます。



2.6 転送情報

ユーザーが転送している、または転送したファイルの情報は、転送情報から確認することができ

ます。

2.6.1 ライブ転送

転送を入力すると、タスク情報を表示させることができます：ユーザー名、ユーザーソース IP、

ファイルタイプ、ファイル名、国、地域、都市、転送回数、トータル速度など。

2.6.2 転送ログ

ユーザーが転送したファイルの情報は、転送ログから確認することができます。



[表示]をクリックすると、オンライン状態でログを確認できます。

[ダウンロード]をクリックすると、ログをダウンロードして確認できます。

ユーザー名、ログの開始時刻と終了時刻を検索することができます。



2.6.3 ポイントツーポイント転送

ポイントツーポイント転送を入力すると、アカウント、IP、タスク名、受信者 ID、合計ファイ

ル、速度、操作に関する情報が表示されます。

[詳細]ボタンをクリックすると、ポイントツーポイントのタスクファイル名、サイズ、速度を確

認できます。

[停止]ボタンをクリックすると、タスクが停止します。



タスクが停止された後、「管理者によって停止されました」と表示されます。

2.6.4 ポイントツーポイントログ

ポイントツーポイントログを入力すると、ユーザーの転送履歴情報を確認できます。

[表示]をクリックすると、オンライン状態でログを確認できます。



また、[ダウンロード]または[すべてダウンロード]をクリックすると、ログを確認することもで

きます。

ユーザー名、ログの開始時刻と終了時刻を検索することができます。



2.7 リンク管理

2.7.1 アップロード招待

2.7.1.1 リンクの詳細を見る

フォルダをダブルクリックすると、リンクの詳細が表示されます。

2.7.1.2 リンクをコピー

2.7.1.3 リンクをキャンセル

アップロード招待インターフェースに入り、任意の共有リンクを選択し、[招待を無効にする]

をクリックします。



2.7.1.4 リンクを削除

アップロード招待インターフェースに入り、任意の共有リンクを選択し、[招待を削除する]をク

リックします。

2.7.1.5 検索

ユーザー、開始時刻、終了時刻、状態での検索に対応しています。



2.7.2 ダウンロードの共有

2.7.2.1 リンクの詳細を見る

フォルダをダブルクリックすると、リンクの詳細が表示されます。

2.7.2.2 リンクをコピー

2.7.2.3 リンクを無効にする

ダウンロードの共有インターフェースに入り、任意の共有リンクを選択し、[共有を無効にする]

をクリックします。



2.7.2.4 リンクを削除

ダウンロードの共有インターフェースに入り、任意の共有リンクを選択し、[リンクを削除する]

をクリックします。

2.7.2.5 検索

2.7.3 メールアドレスの設定

ダウンロード、アップロード招待を共有する場合のメールサーバーの設定（主流のメールアドレ

スに対応しています）：Gmail、AOL、iCloud、MSN、Microsoft365、Outlook、Hotmail、Live、

yahoo、など）



2.8 ユーザー管理

2.8.1 ユーザー一覧

2.8.1.1 ユーザーの追加

[追加]をクリック



情報を入力し、許可を与えます。

フルネーム アカウントの本名

アカウント 作成後は変更できません

パスワード 手動または自動生成での編集できます

初回ログイン時に、パ

スワードを強制的に変

更させます

有効化すると、初回ログイン後に初期パスワードを強制的に変更させま

す

アクセス許可
ファイルリスト、ダウンロード、削除、名前の変更、フォルダの作成、

ファイルのアップロード、フォルダの同期

ホームディレクトリ
ホームディレクトリが設定されていない場合、ホームはシステムのデフ

ォルトになります。

速度制限 0に設定すると無制限になります

ユーザーグループ
1 人のユーザーを複数のユーザーグループに同時に追加することができ

ます



フルネーム アカウントの本名

転送ホワイトリストの

ファイル形式を開く

有効化すると、入力ボックスにファイル形式を入力します。複数の形式

は「txt; iso; mp4」のように、「;」で区切る必要があります。

禁止パス
禁止するアクセスパスを設定します。ログイン後、このパスのファイル

（フォルダ）を表示できません

ディレクトリの同期
有効化すると、ログイン後に同期ディレクトリタスクを作成することが

できます。

メール 管理者のメール通知メッセージを受信できます。

通知メール

管理者設定メール：管理者メールから共有リンク通知が送信されます

ユーザー設定のメール：ユーザーのメールから共有リンク通知が送信さ

れます。ユーザーはウェブ上でメールを設定する必要があります。

IP ログインホワイトリ

スト

有効化すると、ホワイトリスト内の IP アドレスのみがログインできま

す 。 例 え ば 、 192.168.0.1 か ら 192.168.0.100 ま で の IP は 、

192.168.0.[1-100].と記入することができます。

[OK]をクリックして保存します

2.8.1.2 ユーザーの編集

任意のユーザーを選択し、［編集］をクリックします



2.8.1.3 ユーザーのロック

ロックされていないユーザーを選択します。例えば、ユーザーテストを選択して、「ロックされ

ている」をクリックします。



ユーザーはロックされます。

2.8.1.4 ユーザーのロックを解除する

ロックされているユーザーを選択して、例えば、ユーザーテストを選択して、「ロック解除」を

クリックします。

ユーザーのロックが解除されます

2.8.1.5 検索

ユーザーが多い場合は、右上の検索ボックスを使って、ユーザーの名、アカウント、メールアド

レス、ログイン状態、ロック状態からユーザーを検索することができます。



2.8.1.6 LDAL/AD ドメインアカウントのインポート

[LDA/AD ドメインアカウントのインポート]をクリックすると、[サードパーティ auth]で

[LDAP/AD doman]を設定した後に、ドメインサーバーで作成されたすべてのドメインユーザーア

カウントが自動的にインポートされます。

2.8.1.7 ユーザーアカウントの削除

[削除]ボタンをクリックすると、ユーザーのアカウントを削除することができます。



2.8.1.8 ユーザーのオンライン状態の確認

ユーザーのオンライン状態を確認することができます。

ステータスをクリックすると、IP アドレスやクライアントの接続番号などのオンライン統計が

表示されます。

2.8.1.9 コンフィグ通知メール

[ユーザー設定メール]を選択し、[保存]をクリックすると、ユーザーが設定したメールアドレス

から共有リンクメールの通知が送信されます。



管理コンソールで[ユーザー設定]を選択してから、ユーザー自身のメールアドレスを設定する必

要があります。ログイン後、[メール設定]をクリックします。

メール情報を入力し、[OK]ボタンをクリックします。



2.8.2 ユーザーの容量占有率統計

すべてのユーザーの個人用容量の占有率を統計ができます。管理者管理は、ユーザーがファイル

のアップロード、コピー、移動、作成、削除などの操作を行うと、ユーザーの容量使用量をリア

ルタイムで計算できます。

ユーザーの容量サイズをクリックすると、容量使用、ファイル数、フォルダ数などの詳細を表示

することができます。

[更新]ボタンをクリックして、ユーザー容量の統計を更新することができます。



2.8.3 ユーザー操作記録

入力して、ユーザー操作記録を表示します。

ユーザーのログイン、ログアウト、ファイル操作を表示できます。ユーザーのログをダウンロー

ドしてローカルで表示できます

2.8.4 ユーザーグループ

2.8.4.1 ユーザーグループの作成

[グループを追加する］をクリックすると、新しいユーザーグループが追加されます。



ユーザー情報を入力します

[はい]をクリックして、作成します。

2.8.4.2 ユーザーグループの編集

ユーザー管理 - ユーザーグループ、任意のユーザーグループを選択し、[編集]をクリックしま

す。

ユーザーグループ情報の編集



2.8.4.3 ユーザーグループのユーザーを表示する

[表示]をクリックすると、すべてのユーザーを一覧表示できます



2.8.4.4 ユーザーグループにユーザーを追加する



2.8.4.5 ユーザーグループのユーザーを削除する

2.8.4.6 ユーザーグループの削除



2.8.4.7 検索

2.8.4.8 ユーザーグループ容量の占有率統計

ユーザーグループ容量の占有率を統計することができます。管理者管理は、ユーザーがグループ

内のファイルのアップロード、コピー、移動、作成、削除などの操作を行うと、グループの使用

量をリアルタイムでカウントできます。

容量占有率をクリックして、使用容量のサイズ、ファイル数、フォルダ数などの詳細を確認して

ください。

2.8.5 第三者認証

2.8.5.1 LDAP/AD 設定

起業ユーザー向けのインポート操作を向上させるために、AD ドメインの設定がサポートされて



います。

ドメインサーバーアドレス、ドメイン名、ドメイン管理者アカウント、ドメイン管理者パスワー

ドを入力し、[テスト]をクリックします。テストパスは、情報が正しく記入されていることを示

しています。

[保存]をクリックして、ドメインキープ認証を行います

[アカウントのデフォルトの権限を設定する]をクリックします

[Auth A/C 設定]インターフェースに入り、LDAP/AD アカウントの権限を設定します。

ヒント：ログインしていないアカウントにのみ有効です。 ログイン中のアカウントは、アカウ

ント情報リストから権限を変更することができます。



2.8.5.2 メール認証

SMTP ホスト、SMTP ポート、使用した暗号化方式、テストアカウント、パスワードを入力し、[テ

スト]をクリックします。テストパスは、情報が正しく記入されていることを示しています。

保存]をクリックすると、有効になります。

[アカウントのデフォルトの権限を設定する]をクリックします



[Auth A/C 設定]インターフェースに入り、メールアドレスアカウントの権限を設定します。

ヒント：ログインしていないメールアドレスにのみ有効です。 ログイン中のアカウントは、ア

カウント情報リストから権限を変更することができます。

2.8.5.3 Unix システム認証

Linux システムの root アクセス許可または sudo アクセス許可で起動した raysync サービスは、

Linux システムのユーザー認証の設定に対応しています。

Unix システム認証を選択し、[保存] をクリックします。設定が成功すれば、linux システムの

ユーザーアカウントとパスワードを使って、直接 raysync スピードサービスにログインすること

ができます。

ヒント：通常の linux システムユーザーが起動した raysync サービスであれば、この設定を実行

する権限はありません。



[アカウントのデフォルトの権限を設定する]をクリックします

[Auth A/C 設定]インターフェースに入り、Unix アカウントの権限を設定します。



2.8.5.4 外部 http 認証

認証するため、外部 http サービスを利用できます。

[ユーザー管理-第三者認証] をクリックし、[外部 http]を選択します。そして、サービス URL

を入力して、[保存]をクリックします。

設定が成功すれば、設定した外部 http サービスシステムのユーザーアカウントとパスワードか

ら直接ログインすることができます。

[アカウントのデフォルトの権限を設定する]をクリックします

[Auth A/C 設定]インターフェースに入り、外部 http アカウントの権限を設定します。



2.8.6 容量統計

更生容量の統計期間に対応しています。

1時間に設定した場合、システムは 1 時間ごとに、ユーザーとユーザーグループが占有する容量

を自動的に計算します。



2.8.7 Auth A/C 設定

LDAP/AD ドメイン＆メール認証は、新規にログインしたアカウントのデフォルト権限を設定する

ことができます。ログインしたアカウントは、アカウント情報を編集することができます。

システム＆外部 http 認証では、全アカウント権限を設定できます。

認証を変更した後に[保存]をクリックすると、設定が保存され、認証ユーザー権限が有効になり

ます。



2.8.8 通知を送信

2.8.8.1 通知の追加

[知を追加する]をクリックします。

ヒント：この機能を利用する前に、管理者がメールアドレスの設定を行う必要があります。

サブジェクトと内容を入力します。

通知を受信するユーザーアカウントを選択します。複数のユーザーアカウントを同時に選択する

こともできます。



通知の方法を選択します：ウェブページ、メールなど。

ヒント：メッセージの通知方法をメールにする場合、通知メールを受信するためのユーザーアカ

ウント情報を入力する必要があります。

[OK]をクリックします。



システムは送信成功と表示します。

2.8.8.2 検索通知

右上では、通知を検索することができます。検索ボックスはファジークエリに対応しています。



2.8.8.3 通知の削除

通知を選択し、[削除]をクリックします

ページに削除ボックスがの確認が表示されますので、[削除]をクリックしてください。

削除しました。

2.8.8.4 通知の受信するアカウントを表示

数字をクリックします。



通知を受けたユーザーのアカウント情報とメール情報が表示されます。

2.9 ストレージ設定

2.9.1 ローカルストレージ

ローカルストレージのパスは、ユーザーのホームディレクトリのパスを指定に使用されます。

例えば、「test1」という名前のユーザーを作成すると、 raysync サーバーは指定されたストレ

ージパスに「test1」という名前のフォルダを自動的に作成します。ユーザーがアップロードや

ダウンロードしたファイルやフォルダは、このフォルダに入ります。



2.9.2 Alibaba クラウド OSS

OSS ストレージの設定を入力し、[テスト]をクリックします。

通過したら、保存してください。次回起動すると有効になります。

2.9.3 Amazon S3

S3 ストレージの設定を入力し、[テスト]をクリックします。

通過したら、保存してください。次回起動すると有効になります。



2.9.4 S3 インターフェース対応ストレージ

S3 インターフェース情報を入力し、[テスト]をクリックします。

通過したら、保存してください。次回起動すると有効になります。

2.9.5 Azure Blob

azure blob インターフェース情報を入力し、[テスト]をクリックします。

通過したら、保存してください。次回起動すると有効になります。



2.10 詳細設定

2.10.1.1 TLS 証明書

Raysync は、ウェブ上の http 暗号化とファイル転送の暗号化の両方に使用可能な暗号化証明書

サービスを提供しています。デフォルトでは Raysync に付属の暗号化証明書を使用しています。

また、ユーザー自身の証明書を使って暗号化することもできます。

証明書ファイルと証明書キーを入力して、[OK]をクリックすると、サーバーの再起動後に設定が

有効になります。

2.10.1.2 TLS 証明書

非 SSL 接続の禁止を有効にすると、https://certificate ドメイン名：8091 を使用して、フロン

トユーザーページにアクセスすることはできません。



2.10.1.3 TLS 証明書情報の表示

TLS 証明書をアップロードした後、アップロードされた証明書の有効期間とドメイン名の情報を

確認できます。

2.10.1.4 TLS 証明書の再アップロード

[再度アップロード]をクリックします。



新しい SSLPem とキーをもう一度入力し、[アップロード]をクリックします。サーバーを再起動

すると有効になります。

2.10.2 クライアント TLS

Rasync クライアント証明書は、2 つの方法を通じて取得できます。

1つは、Alibaba クラウド oss から最新の証明書を取得することです。

デフォルトでは、Alibaba クラウドストレージ OSS から最新の証明書を取得することを選択して

います oss 証明書が更新されると、Raysync は自動的に最新のクライアント証明書を OSS ストレ

ージからダウンロードします。



2 つ目は、Raysync サーバーからダウンロードすることです。

外部ネットワークにアクセスできない場合は、証明書の場所を Raysync サーバーに設定してくだ

さい。

最新の証明書パッケージをアップロードする場合は、クリックしてください。証明書をアップロ

ードしたら、「保存」をクリックします。ウェブ上で再度クライアントにログインすることで、

クライアント証明書をダウンロードすることができます。



2.10.3 MySQL 設定

Raysync は外部の MySQL データベースに対応しています。管理者がより柔軟なデータベース設定

方法を提供します。

アドレス、ポート、データアカウントとパスワードなど、外部データベースの設定を入力します。

テスト接続に成功すれば、[テスト]をクリックします。[OK]をクリックして外部データベースを

有効化し、バックグラウンドの設定情報がデータベースに保存されます。

2.10.4 転送プロトコル

Raysync は 4 種類の転送プロトコル設定を提供します。

1. UDP/TCP を自動的に選択：送信遅延が 10ms 未満の場合、TCP 送信に自動的に切り替えるよう

に設定します。



2. UDP のみ：送信タスクには UDP モードのみを使用します

3. TCP のみ：送信タスクには TCP モードのみを使用します

4. デフォルト：デフォルトでは UDP 転送が優先され、UDP 転送が中断されると自動的に TCP 転

送に切り替わります。



2.10.5 イベント通知

イベント通知を設定すると、設定したプログラムはイベント終了時に実行されます。

イベントの追加：[イベントの追加]をクリックします。

イベント情報を記入してください。



イベントの追加が成功した場合、操作の中の[テスト]をクリックすると、イベントが正しく設定

されていることをテストできます。

イベントを編集するには、操作で[編集]をクリックします

イベントを削除するには、操作の[削除]をクリックします



2.10.6 その他の設定

2.10.6.1 速度制限

2.10.6.2 ログファイルの保存場所

ログファイルの保存場所として、設定したいパスを入力します。例えば、負荷分散を行う場合は、

ログアドレスを共有パスとして設定することができます。マスターサーバーとバックアップサー

バーは、同じアドレスでログファイルを読み込むことができます。サーバーの再起動後に設定が

有効になります。

2.10.6.3 ログファイル保存期間

転送ログとユーザー操作ログの期間を設定することができ、デフォルトは 30 日です。

設定後、［保存］ボタンをクリックします。サーバー情報ページの[再起動]をクリックすると、

有効になります。



2.10.6.4 ファイルを閉じる

この機能を有効化すると、ファイルのアップロードが完了後に、バックエンドでファイルを閉じ

る操作が実行されます。

[非同期クローズを有効にする]ボタンにチェックを入れ、サーバーを再起動すると有効になり

ます。

2.10.6.5 ファイルの同期

この機能を有効化すると、ログイン後に同期タスクディレクトリを新規作成する機能が表示され

ます。



この機能を無効にした後、ユーザーは新規同期タスクディレクトリ機能を非表示にします。



2.10.6.6 アカウントのロック

ユーザーパスワードは、X 分以内に X 回間違えると、アカウントをロックするように設定するこ

とができます。設定後に保存して、有効にします。

2.10.6.7 弱いパスワード設定

ユーザーが設定できないパスワードを事前設定できます Raysync; raysync のように、複数のパ

スワードを「;」で区切って使用します。設定後に保存して、有効にします。

2.10.6.8 システム転送ホワイトリスト

システムがアップロードを許可する、ファイル形式の設定に使用します。

[転送ホワイトリストのファイル形式を開く]にチェックを入れ、下の入力欄にユーザーがアップ

ロード可能なファイル形式を入力します。「txt; iso; mp4」のように、複数のフォーマットを

「;」で区切ってから、[OK]をクリックして保存します。



2.10.6.9 複数の IP アドレスに対応

2.10.6.10 許可されたプロセス数



2.10.6.11 ユーザーによるパスワードの変更を許可する

2.11 管理者情報を変更する

管理者アカウントとパスワードの変更に対応しています。

[管理者編集]をクリックします

[パスワードが変更されました]と表示されから、ログインページに切り替えます。



2.12 個性的設定

2.12.1 アイコン、ロゴ、背景画像など

(1)アイコン画像をアップロードします。



実際の効果：

(2)ロゴ画像のアップロードします

ヒント：また、アップロードされたカスタムロゴに従って、メールやユーザーページのロゴも変

更されます。

(3)背景画像をアップロードします。

ヒント：アップロードされたカスタム背景に従って、ログインページも変更されます。



[リセット]をクリックすると、個性的設定がクリアされ、デフォルトの設定に戻ります。

2.12.2 ウェブページのキーワードをカスタマイズ

会社名、商品名、会社のホームページ、URL をカスタマイズできます。



ヒント：

会社名：管理コンソールページとメール通知（ダウンロード共有、アップロード招待と他のメー

ル）の下隅に表示されます。

商品名：ユーザーのログインページとメール通知（ダウンロード共有、アップロード招待と他の

メール）に表示されます。

会社のウェブサイト：管理画面の下隅にある会社名をクリックするか、共有ページにアクセスす

るとウェブサイトにジャンプします。

会社 URL：フロントエンドユーザページが Raysync ソフトウェアのクライアントを起動するため

に使用されます（URL はクライアントをカスタマイズする場合にのみ変更します）。通常では、

URL を変更しないでください。変更すると、通常の使用に影響する可能性があります。クライア

ントをカスタマイズしたい場合は、ご相談ください）。

[リセット]をクリックすると、個性的設定がクリアされ、デフォルトの設定に戻ります。

3.よくある質問

3.1 ウェブサイトが Raysync に接続できません。

1.Raysync が起動し、右下のアイコンが表示されていることを確認してください。ウェブページ

の[開始]をクリックします。

2.360、Kingsoft AntiVirus ソフトなどの保護下で Raysync を起動しない場合、ユーザーレジス

トリが通常通りに書き込めず、Web ページから起動できない可能性があります。一方、RaySync

は手動で操作する必要があります。

3.Raysync アイコンを右クリックしてエラー検出を選択し、ローカルドメイン名解析、システム

時刻、システムエージェントと証明書の状態が「正常」であることを確認してください。また、

Raysync が起動されているかどうか、「クライアントが起動されていません」の表示が出ている

かどうかを確認してください。システムエージェントが異常を表示したときは、エージェントが

オンになっている可能性があります。起動する前に Raysync クライアントをシャットダウンして

ください。 証明書が異常の場合は、Raysync クライアントのバージョンが最新かどうか、証明

書の有効期限が切れていないことを確認してください。

3.2 ウェブページ プロンプトサーバー 接続タイムアウト



クライアントチェック：

Raysync アイコンを右クリックして[エラー検出]を選択し、[サーバードメイン名]と[サーバー

アドレス]が正しいかどうかを確認してください。cmd コマンドライン ping することで、解析ア

ドレスの接続を確認することができます。

サーバーチェック：

サーバーはユーザーの許可、ホームディレクトリなどの情報変更、クライアントを再起動する必

要性を確認します。

3.3 クライアントログインタイムアウト

クライアントを右クリックして、Raysync 設定の UDP メッセージサイズをより小さい値に変更し

てください。

3.4 アップロードとダウンロード速度に差がある。期待していた速度が違う。

クライアントチェック：

外部ネットワークの帯域幅をテストしてください。速度テストでは、ローカルアップロードとダ

ウンロードの帯域幅を検出し、制限速度に達しているかどうかを確認します。

クライアントの通信事業者とサーバーの通信事業者が一致しているか確認してください。

サーバーチェック：

1.関連サーバーのバックグラウンドを入力して、ライセンスの有効化を確認してください。ライ

センス情報に記載されている帯域幅は想定される帯域幅であることを確認してください。

2.現サーバーのネットワークトラフィックを開き、他のユーザーがサーバーの帯域を占有してい

ないかを確認してください。

3.サーバーディスク読み取り/書き込み値がピークに達しているかどうかを確認してください。

他のユーザーがファイルの読み取り/書き込みを行っている場合、読み取り/書き込みが影響され

る可能性があります。

3.5 ダウンロードパス。ネットワークパスを選択したけど、ダウンロー

ドしたファイルが見つからない

ネットワークディスクへのパスをマップし、古いタスクを削除してください。再度ダウンロード

し、保存したネットワークディスクパスを選択します。

3.6 ファイルのアップロード、ダウンロードは良く[ファイルを読み込

んでいます]と表示される

クライアントチェック：

1.転送先のディレクトリに、ファイルが大量に入っていないことを確認してください。ファイル

数と関係なく、クライアントがファイルを読み込むのを待つ必要があります。

2.右クリックして RaySync のタイムアウト時間を 60 秒以上に設定し、古いタスクを削除して送

信タスクを再度選択してください;



サーバーチェック：

サーバー下のディレクトリの読み込み性能を確認します。例：サーバーのディレクトリを入力し

て ls を実行し、高速に応答します。du–a | wc-l を実行して、ディレクトリ下のファイル数を

カウントします。
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